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コプト音楽の歴史

水　　　　野　　　　信 男

Nobuo　MIzUN0．COPTIC　MUSIC

AN　HISTORICAL　APPROACH

　ABsTRAcT　Copt1c　h1story1s　necessary　to　an　und．erstand1ng　of　the　state　of

Copt1c　church　mus1c　From　anc1ent　t1mes　Egypt　has　been　under　the　mf1uence　of

マar1ous　races，that1s，Greeks，Romans　Arabs，Turks　Ne∀erthe1ess，the　Copts

ha∀e　been1ess　strong1y　inf1uenced－by　these　races　up　to　now．The　reasons　are　as

fo11ows．（1）Since　the　Copts　quarre11ed　with　the　Greeks　and　the　Latins　from　the

West1n　the　Comc11of　Cha1cedon1n451o▽er1ssues　of　nat1ona11sm　and
Chr1sto1ogy，they　chose　to　11ye　the1r　re11910us11fe　ent1re1y　on　the1r　own　and．

systemat1ca11y　ay01d．ed　contacts　w1th　the　Byzant1ne　and．Roman　branches　of

Chr1stend．om　（2）After　the　Arabs1n▽at1on　of641，the　Copts　began　to　exper1ence

exact1ons　and　persecut1ons　So，they　were　gradua11y　reduced　In　sp1te　of　that，

we　can　st111say　that　the　Mos1ems　have　treated　the　Copts　rather　generous1y　（3）

‘‘The　Copts　are　a　peop1e　of　mdom1tab1e　presumpt1on　and．mtr1gue”“One　of　the

most　re＝markab1e　tra1ts1n．the　character　of　the　Copts1s　the1r　b1gotry’’（E　Lane

The　Manners　and　Customs　of　the　Modem　Egypt1ans）In　the1r　h1story，the

Copts11yed　s0　1so1ated1y　and　absent皿1nded1y　that　they　forgot　thelr　trad1t1on

and　eyen　ther口se1▽es

　Consequent1y，1t1s　to　be　assumed　that　even　today　Copt1c　mus1c　has　e1ements

of　the　mus1c　of　the　anc1ent　Egypt1ans　and－the　ear1y　Chr1st1ans

　　　　　　　　　　　　　　　I東方教会音楽概観2）

　ギリシァ正教会は，ひとまずおくとして，申近東一帯のおもな東方教会3）には，シリァ教

会（ジャコバイト，メルカイト，マロナイト），アルメニア教会，コプト教会，エチオピア

（アビシニア）教会，スラブ教会などがある。

　東方教会は，西のローマ・カトリック教会のような申心的存在がなく，それぞれ，各地方に

分かれ，限定された領域を保っている。東方教会の現代の様相は，その「遇去の繁栄」の陰影

にすぎないといわれる。4）おのおのの東方教会と，その相互の関連などの研究は，まだ初期

の段階にあり，その全貌を知ることは，今のところむずかしい。5）

　次に，おのおのの東方教会の音楽の特徴を，若干あげてみよう。6）

　シリァ教会の音楽は，ペルシァ，アラビァ音楽に強く影強されたもので，豊富な，さまざま

sokyu
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な音階組織をもっている。アルメニァ教会の音楽は，旋律の充溢，装飾の豊かさの点で卓越し

ている。エチ才ピァ（アビシニァ）の教会音楽は，7）その宗教詩，音楽に関して伝えられて

きた資料などから推察すれば，以前は，相当高い水準にあったことは明白である。しかし，今

日では，かなりレベルの低いものとなっている。これに反し，コプト教会の音楽は，現在もな

お，きわめて豊富で表現力に富んでおり，おとろえてはいない。アルメニァおよびシリァの正

統派の教会は，エチオピァ教会8）と同様，コプト教会と親密なつながりをもっている。g）

　これらの東方教会は，その初期においては，共通の起源をもっていた。

　　　　　　　　　　　　　　皿コプト音楽小史

　コプト音楽の歴史は，1。成立から全盛まで，2、イスラム支配下の時代，留。現代，の3期

に分けることができる。

1。成立から全盛まで（1～5世紀）

　　　　　　　　　　　　　　　エジプト史におけるコプト関係事項・略年表

　　　　　　　エジフト史　　コフト史

1λ．1）．

323～30且0．ヘレニズム時代

　アレクサンドリア，文化の一大申心地となる

500

1000

640　エジプト全土，アラブに征服亭れる

705　カリフ，アブドラ・イブン・マルワー

　　　ンの統治となる

1500

1900

1517　オスマン帝国に併合される

1805　モハメッド・アリ王朝（∴1952）

1881　イギリスの保護領となる

1922　立憲王国となる（名目的な独立）

1953　共和国宣言

41　聖マルコ，アレクサンドリアに来る

　　　アナニアスに洗礼を施す

284　コプト殉教者暦はじまる（ディオクレ

　　　ティアヌス帝即位）

　　　ローマの追害（284～308）

382　エチオピアもアレクサンドリア教会に

　　　属する

395　ローマによるコプト教公認

451　カルケドン会義（ビザンツから分離）

α1000　コプト教会の申興

1798－1799ナポレオンのエジプト遠征

　（支配は1801まで）＝コプト再発見

1955　コプト学院の創設（カイロ）
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　この時期は，さらに，次の3期に分けられる。

　（且）　1～2世紀

　コプト教の成立の事情は，二0）はっきりしていない11）が，最初の布教の地は，アレクサンド

リァで，創始者は，キリストの使徒のひとり，エヴァンゲリストの聖マルコだといわれてい

る。かれは，現在までとぎれることなくつづいている116人の司教の最初の人であった。ユ2）・こ

の聖マルコが，西歴41年，13）アレクサントリァに来て，Anamasに洗礼を施してまもなく，

キリスト教はエジプト午広まりはじめた・1世紀ごろのエジプトでは・町ξ村の精神生活は・

まったく異なっていた。前者は◆レニズムの影響をうけたが，後者は以前のままであった。ζ

のような状態のエジプトの，最初のキリスト教集団は，たいていは，低い素性の人々や，当時

のヘレニズムの混合文化をうけ入れた少数の富める町の人々で構成されたが，いずれの場合

も，かれらは，みな，純粋なエジプト人たちであった。礼拝様式は，まだ組織化され下おら

ず，宗教儀式の風習は各集団で非常に異なっており，いろいろのヴァリアンテがあ＝？たようで

ある。聖書とグノーシス派に関する，最近発見されたコプト語のパピルスから，すでに2世紀

までには，キリスト教は，下エジプト，上エジフOトにかなり広くひろがっていたことが，確証さ

れるに至った。14）アレクサンドリァのPhi1δn，Didylmosらがこの世を去ったあとをうけ，

K1aud1os　Pto王ema1os，P1utarchosなどが活動していた時代のことである。K　Pto1e加a1osは

＜Hamon1ka＞を書き，P1utarchosはエジプトを訪問している。P1utarchosは，「エジプト

の職業歌手と職業器楽秦者の近況」についてのべているが，この題名から推断すると，この演

秦家たちは，まだ古代の神殿音楽の系統に属しているもののことらしい。15）

　（2）　3　世　紀

　アレクサンドリァで，キリスト教の大きな集団が形成された。アレクサンドリァのAthe－

na1osとC1emensの書は，この時代に成立したもので，当時の音楽文化への多くの論及がみ

られる。コプトの殉教者の暦は，Dioc1etianus帝の即位の隼，すなわち，ゑ84年から始まる。

3世紀末には，初期キリスト教の最古の楽譜＜オクシリンコスのヒム＞16）がでた。その旋律

の構造と語法（Ausdruck）は，はるかに東洋的感覚に近い。また，別の，とりわけ＜キリエ・

エレイソン形式＞なξにみられる要素は，こ一の時代に，古代の「太陽崇拝」の儀式から借りた

ものである。

　（竪）　4～5世紀（→7世紀）

　4世紀に入ると，キリスト教はエジプト全土はもとより，スーダンにまでひろまり，一方，ア

レクサンドリアには，大学ができた。

　4世紀以後，5世紀の半ばまで，コプト教会は，その全盛期をむかえることになる。ここで

は・ビザンツの影響のもとで・コプト典礼の形態が完成した・パノポリスPanop？1is（上エジ

プトのAkhmim）におけるPambo（n）とZδsmosの文書によれば，当時，アレクサンドリ

アや砂漠地方の修道院に，2つの異なつた声楽の形式があつた。この時代には，すでにアンテ

ィフォナルな歌の手法がみられたが，これは，古代エジプトからの習憤の継続とみてよいだろ
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う。17）　また，小鐘，シストルムなど，礼拝儀式で用いられた楽器も，やはり古代エジプトの

遣産とみられる。18）原始キリスト教の最初の3～4世紀間の形成段階でのコプト思想の影響は

重大であるが1ぽとんど知られていない。それは，アレクサンドリァの有名な教義間答派を確

立した教会の教父のほとんどは，かれらが，文章を書く場合，おもに福音書とビザンツ文明’の

言語であるギリシァ語を用いたので，コプトとしてよりむしろギリシァ人としてあやまって信

じられてきた，という塑由によるのである。1り）

　451年，カルケドン会議において，コプトは，キリスト単性説を奉じ，論争の末，ローマ・

カトリック教会，ギリシァ正教会から分離した。20）この会議では，キリスト単性説をその教義

として支持したジャコバイトと，コンスタンチノープル派のメルカイトの2つのグループが，

互に論争した。前者のグループに属するものにはコプト，ヌビア人，アビシニア人がいるが，

ヌビア人は，その後イスラム教に転向した。コプト，アビシニア人は，現在までキリスト単性

説を奉ずるキリスト教徒である。2！）カルケトン会議の論争は，民族主義とキリスト論にもと

づくものであった。論争の末，コプトは，他のキリスト教徒から分離することで，完全にかれ

ら独自の宗教生活の道を選んだ。この結果，コプト教徒は，キリスト教界のビザンツ派，ロー

マ派との接触を，組織的に避けた。そして，自分たち以外のキリスト教徒と分かれ，歴史的に

も，地理的にも，孤立して歩むことになった。こうして，コプト教徒は，長い道程の間に，白

身の存在さえも忘れ，伝統への自覚ももたなくなってしまった。

　コプト教会は，カルケドン会議と，それにともなうビザンツからの分離を境に，その後，次

第に衰微の傾向をたどり，やがて，イスラムのエジプト支配の時代をむかえる。

雲。イスラム支配下の時代（7～1⑭世紀）

　（1）㊥4⑰～且⑰⑰⑰年頃

　640年，エジプト全土はアラフに服従した。22）この結果は，今までヒサンツ式の礼拝儀式に

したがっていたコプトに対して，エジプトの民族意識に根ざしたそれへの復帰を呼び起こすこ

とになった。また一方では，アラブは，エジプトの民族音楽の更新に貢献した。楽器の製作の

面でも，いろいろ新しい創造性の試みがあった。23）

　この時代のコプトのいわゆる折衷主義は，およそ10～11世紀のコプト語のマニュスクリプト

に，はっきりあらわれている。24）これは音楽的にはまだ解読されていないが，そのエクフォ

ネティヅク形態はLect1o　so1emn1sのためにつけられた記譜法（notat1on）らしいとされて

いる。コプト資料申の，他のネウマあるいは演秦技術のための指定記号は，ギリシァまたはビ

ザンツの専門用語や，ユダヤのエクフォネティック1サイン（taam．m）から取られている。

taammは，9世紀こ1ろ，シナゴク音楽において制定されたものであるが，25）これがコプトの聖

旬集（teXt）の申にあらわれることは，コプトとユダヤの宗教歌が互に関連をもっていること

を証明している。コプトの聖旬集の申の，いくつかの旬読点の意味は，J　Muyser26）によって

とりあげられている。アクセント記号，エクフォネティック・ネウマの，コプト音楽への一時
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的導入の試みは，997年，アラブの出した「コプト語の禁止令」に関連している。すなわち，

コプトは，忘れるおそれのあることがらを，記号で残しておこうとしたのである。

　（2）1⑰0⑱年頃（コプト音楽中興の時代）27）

　1000年頃，コプトの音楽と芸術に革新が起き，コプト語の詩の最後の最盛期となった。歌曲

形式の詩は，旋葎をつけてうたわれたらしい。これはギリシァ音楽によって影響されたもので

ある。このころのものとして，民族的な宗教伝説と歌が知られている。これらのコプト芸術と

詩のスタイルは，古代エジプトにその根源をもつものである。当時のコプト音楽の旋律群につ

いても，同様のことがいえよう。この世俗的1宗教的コプト音楽の表現形態は，申世を経て，

近代の，典礼歌はもとよりエジプト人の音楽芸術　般にも適用された。なお，コプトの世俗音

楽は，かつて存在したものが，申世に一度消滅して，現代になって復活したといわれている。

　（3）1⑰⑰⑰年以後

　1000年以後になると，コプト音楽は純粋にモノディックな礼拝音楽として凝結した。このた

め，それ以上発展することはなかった。そして，主として，オーソドックスな儀式の申で生き

つづけ，今日に至っている。

　また，アラピア語が徐々にコプトの日常生活と典礼の申に入ってきて，この間にコプト語は

死語となっていった。コプト語は，今日，典礼語として，なお残ってはいるものの，上エジプ

トのいくつかの村で話されているほかは，ごく少数の教養人，学者，司祭たちのあいだで，か

ろうじて理解されているにすぎない。

　さて，イスラム支配下の時代を通じ，コプトは，アラフの種々の追害をうけ，28）おとろえ

ていった。29）　とはいえ，そうした追害にもかかわらず，　般には，アラフはコプトに対して

比較的寛容な態度でのそんできたといえるだろう。30）とりわけ，1805年以後は，モハメット

・アリ31）王朝のもとで，信教の自由が認められ，コプトの教勢は回復に向かうことになる。こ

うして，圧倒的なイスラム支配下のもとでも，コプトはなお独自の歩みで現代まで生きつづけ

ることができたのである。

　もっと広く，エジプト史全体の申でみるならば，次のように要約できよう。「古代ギリシァ・

ローマ，アラブ，トルコの影響は，ナイルの芸術，とくに音楽を，豊かに実らせてきた。けれ

ども，コプトにおいては，この影響はじく限られている」32）と。

　なお，18世紀末に至って，ようやく，ナポレオンのエジプト遠征（1798－99）を契機とし

て，コプトはヨーロッパ人によって再発見され，33）それは，現代のコプト研究史へと展開す

ることになる。34）

墨　現代35）（2⑪世紀　革命以後一）

　エジプトが立憲王国を経て真の独立を達成したのは，1953年の共和国宣言以降のことであ

る。「アラブ連合（共和国）では，以前のようにイスラム教徒によってコプト教を圧追するこ

となく事　（イスラム教，コプト教の）どちらもアラブ連合の文化的母体として重要視してい

る。」35）「また近代のコプトは新しい生活に則したコプト音楽を生みだし，かつての伝統をよ
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み返らせる努力をつづけている。」36）

　1955年には，カイロにコプト学院The　Int1tute　of　Copt1c　Stud1es　院長Ragheb　Moftah

師　　が創設され，多くの部門の申にはコプト音楽部門も含まれている。

　コプトおよびコプト音楽研究は，前述の18世紀末のナポレオンのエジフ◎ト遠征を契機とした

コプト再発見以来，おもに，コブト自身によって，そのプロパガンーダの手段としておこなわれ

てきた。コプト音楽の純学問的研究は，20世紀前半のH　H1ckmam，E　New1andsm1thらに

よって開始されたが，それは，さらに，現代の音楽学者たちにより，本格的に進められようと

している。

現代のコプト音楽は，エジプト民俗音楽の流れに，古代エジプト，ユダヤ，初期キリスト教

のそれぞれの音楽の流れが合流し，さらに，ギリシァ，アラブ，トルコ音楽などの支流が流れ

こんだ大河にたとえられるような，融合の音楽といえるだろう。

皿　エチオピア1コプト37）とその音楽

　エチオピアでのキリスト教布教も，エジプトにおけると同様，1世紀にさかのぼるとされて

いる。38）　エチオピア教会はエジプトからの伝導師によって創設されたので，エジプト1うプ

ト教会と深いつながりをもっており，39）かつては，エジプト・コプト教会の支配下にあっ

た。40）　それゆえ、エチオピア教会は　「エチオピア・コプト教会」とさえいわれてきた。1948

年までは，唯一の司教としてコプトの大司教をいただいていたが，同年以降，エチオピア自

身のカトリックの司教をもつに至つた。それは，「アレクサンドリアの教皇と司教およびコプ

ト教会創立者としてみとめられている聖マルコの説法」の精神的権威によって，また，そのも

とで，任ぜられた司教である。41）

　エヂオピア1コプトは，地理的には，むしろエジプト・コプト以上に，古代の，より純粋な

要素を多く保ちつづけていると思われる。

　音楽的には，「エジプト・コプトの音楽は結局エジプトの音楽であり，42）　エチオ’ピア・コプ

トの音楽は結局エチ才ピアのそれである」43）といえよう。いわゆる「輸入音楽（ここでは初期

キリスト教音楽）の民族化」44）の現象である。この現象を逆にたどって，土ジプト・コプトと

エチオピア。コプトの両者の音楽の共通要素をもとに，初期キリト教音楽解明への手がかりを

得ようとする方法論の実行のためには，まず体系的な資料収集が，その前提となるだろう。45）

　　　　　　　　　　　　　wコプト史とコプト晋楽

　コプト音楽の事情を知るうえに，コプト史は欠くことのできないものである。46）古来，エジ

プトは，その歴史において，古代ギリシァ1ローマ、アラブ，トルコと，さまざまな民族の影

響のもとにおかれてきた。それにもかかわらず，コプト教徒は，それらの影響を比較的少なく

うけながら現代に至っている。というのは，その歴史の示すように，外的には，コプト教会の

ローマ・カトリック教会およびギリシァ正教会からの分離，イスラム教徒のコプト教偉に対す

る寛容さ，などのためであり，内的には，コプトの生来のかたくなな性質，また，伝統はおろ

sokyu
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か，自己をさえ忘れてしまったというような孤立無縁の放心的生活，などのためである。’この

ことから，コプト音楽は，第1に，古代（ファラオ時代）のエジプト音楽の要素，第2に，初

期キリスト教音楽の要素を，現代に伝えていると考えられるのである。47）
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